
微生物学講座分子微生物学分野

学した．昭和 60 年浜田育男が退職した．翌昭
和 61 年佐々木実が助手として，白岩美樹が副
手として入局し，教育・研究に携わった．昭和
61 年 11 月白岩美樹が退職した．柳原助教授は
昭和 61 年より一年間ケニア共和国へ技術指導
のため出張した．昭和 62 年高橋義和は「義歯
性口内炎における Candida albicans 抽出マンナ
ンの病原性に関する研究」で学位を取得したが，
その後もこの研究を青木一（補綴学第二講座）
らとともにさらに発展させた．昭和 63 年には
研究生の横田光正（第一口腔外科）が「コアグ
ラーゼ陰性ブドウ球菌の産生するエラスチン分
解酵素の研究」で学位を取得した．平成元年佐々
木実助手が講師に昇任した．平成３年本田寿子
嘱託講師が病のため急逝した．同年５月に柳原
敬助教授が岩手医科大学実験動物センターへ移
動し，しばらくの間金子教授，佐々木実講師，
田近志保子助手および上戸幸美技術員補のみの
少人数による講座運営が続いた．平成４年４月，
根本優子が岩手医科大学歯科放射線学講座から
助手として移籍し，さらに平成５年４月，桜田

（旧姓石山）京子（本学歯学部 23 期）が定員外
助手として任用された．平成８年３月佐々木講
師が助教授に昇任，また，桜田京子助手が退職
した．平成８年４月小林昌彦（東北大学大学院）
が助手として任用され，また池田代子（本学歯
学部 26 期）が大学院生として入局した．平成
８年 10 月根本優子助手が講師に昇任した．平
成９年６月には田近志保子助手が「口腔からの
Abiotrophia の分離と抗菌薬感受性」で学位を
取得した．また，平成 10 年３月には，小林昌
彦が「大腸菌 GTP cyclohydrolase Ⅱによる自
然突然変異抑制機構の研究」で理学博士（東北
大学）の学位を取得した．また，同平成 10 年
３月をもって金子克教授が定年を迎え，「研究
を回顧して」と題した最終講義が行われた． 

平成 10 年８月，第三代教授として木村重信
が大阪大学歯学部より赴任した．木村教授赴任

１．教室の歴史

口腔微生物学講座の開設は昭和 40 年の歯学
部開設と同時に行われ，冨沢萬之助教授が初代
教授に就任した．開設当初の講座員は冨沢教授，
佐々木市郎助教授，宮川幸子補手で，翌年本田

（旧姓安保）寿子，平田（旧姓大形）佳子が助
手として入局した．また，研究生として小川邦
明，西木雅裕が加わり，後に学位を取得した（小
川邦明 研究課題「Streptococcus salivarius の血
清学的研究」，西木雅裕 研究課題「大腸菌に関
する遺伝学的研究」）．佐々木市郎助教授は一年
余で退職するも後も非常勤講師として，教育・
研究に携わった．また，金子康雄も非常勤講師
として歯科医師の立場から学生の指導にあたっ
た．昭和 46 年，田近志保子が助手として入局．
昭和 49 年，冨沢教授が学部長に就任した．昭
和 50 年宮川幸子が退職し，菅原洋子技能員が
入局した．昭和52年３月富沢教授が定年を迎え，

「細菌とともに四五年」と題した最終講義が行
われた．

昭和 52 年４月，金子克が岩手医科大学医学
部細菌学教室から二代目教授として赴任した．
昭和 52 年当時のメンバーは金子教授，平田佳
子助手，本田寿子助手，田近志保子助手，菅原
洋子技能員であった．昭和 52 年平田佳子は

「Streptococcus mutans の発育に及ぼすクエン酸
ナトリウムの阻害作用」で学位を取得した．ま
た，高階肇子が副手として入局し，後も専攻生
として席を置いた．また，菅原洋子技能員が退
職し，上戸（旧姓松本）幸美技能員が入局した．
昭和 55 年平田佳子が講師に昇任し，翌年退職
した．昭和 56 年柳原敬が助教授に，本田寿子
が嘱託講師に就任し，浜田育男が助手として加
わった．本田寿子は，谷藤泰寛，小川英治，小
川婦美子らとともに臨床医学微生物学分野の研
究を推進した．昭和 58 年大学院歯学研究科が
設置されるに伴い，一期生として高橋義和が入
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当初のメンバーは，佐々木実助教授，根本優子
講師，田近志保子助手，小林昌彦助手，池田代
子（大学院３年生），上戸幸美技術員補および
松嶋正造（研究生）であったが，寺崎一典助手

（サイクロトロンセンター）らとの研究協力体
制は維持された．木村教授就任後，教育面では
講義，実習とも口腔微生物学・免疫学の領域が
強化され，研究面においても口腔疾患領域に重
点を置く方針が打ち出され，八重柏隆嘱託講師

（歯科保存学第２講座，現 歯科保存学講座 歯周
療法学分野 教授）らとの研究協力体制が整っ
た．人事面では，小林昌彦助手が平成 10 年 10
月から６ヶ月間，文部科学省在外研究員として
仏国ジャック・モノー研究所への留学を果たし
たが，平成 12 年 12 月金沢大学がん研究所 細
胞制御部門 細胞分子病態研究分野助手に赴任
のため退職した．平成 13 年１月からは，米国
アラバマ州立大学から帰国した古賀俊也が助手
として着任した．平成 13 年７月から８月佐々
木実助教授が米国アラバマ州立大学に短期留学
した．古賀俊也助手は平成14年６月退職した（そ
の後は非常勤講師）．平成 14 年７月より平成 15
年３月まではかわって濤岡暁子が助手の任を
担った．平成 16 年３月田近志保子助手が嘱託
講師に昇任し，平成 16 年４月大学院を修了し
た田中（旧姓山浦）千春が助手に就任した．平
成 18 年３月，長崎大学大学院助教授に赴任の
ため根本優子講師が退職（その後は非常勤講
師），平成 18 年７月田近志保子嘱託講師が講師
に昇任した．田中千春助手は平成 18 年４月よ
り平成 19 年７月まで米国アラバマ州立大学に
留学し，平成 19 年９月退職した（その後は非
常勤講師）．平成 19 年３月大学院を修了した下
山佑が同年５月より助教に就任，平成 27 年４
月講師に昇任した．平成 22 年３月大学院を修
了した石河太知はスウェーデンカロリンスカ研
究所に留学後，帰国して平成 26 年１月より助
教に就任した．歯科医院を開業しながら研究生
として平成 22 年３月博士号を取得した古玉芳
豊は同年４月非常勤講師に就任し現在も研究を
継続している．また，福岡歯科大学を卒業後た

だちに当分野の大学院に入学し，平成 21 年３
月大学院を修了した原賀 裕は現在，海上自衛
隊に勤務している．

平成 28 年３月，木村が退職し第四代教授と
して佐々木が就任した．新たな教育システムと
研究テーマへの取り組みを下山講師，石河助教，
上戸技術員補の４名体制でスタートし，教室を
運営することになった．木村の時代から引き継
いだ大学院生はその後も実験を継続し，高橋晋
平（歯科保存学），中里茉那美（歯科保存学），
蒔苗剛（小児歯科学），村上智彦（補綴・イン
プラント学）らが学位を取得し，現在は（令和
元年〜）予防歯科学分野から副科目を選択して
いる大学院生の佐藤華子が実験に来ている． 

歴代教授
富沢 萬之助（昭和 40 年〜昭和 52 年３月）
金子 克　　（昭和 52 年４月〜平成 10 年３月）
木村 重信　（平成 10 年８月〜平成 28 年３月）
佐々木 実　（平成 28 年 10 月〜　　　　　　）

＜平成 10 年以降，当分野での学位取得者＞
1）池田代子が平成 12 年３月歯学博士取得（研

究課題「Staphylococcus epidermidis グルタ
ミン酸特異的プロテアーゼ遺伝子の解析」）

2）田中千春が平成 16 年３月歯学博士取得（研
究課題「Streptococcus anginosus 由来抗原に
よるマウス腹腔滲出細胞からの NO 産生誘導
機構」）

3）下山佑が平成 19 年３月歯学博士取得（研究
課題「Porphyromonas gingivalis LPS による
マウス B 細胞の増殖反応にかかわる 25 kDa
チロシンリン酸化タンパク質の解析」）

4）原賀裕が平成 21 年３月歯学博士取得（研究
課題「Porphyromonas endodontalis のジペプ
チジルペプチダーゼの解析」）

5）石河太知が平成 22 年３月歯学博士取得（研
究課題「分泌型白血球プロテアーゼインヒビ
ターによる歯肉上皮細胞の Porphyromonas 
gingivalis 感染制御機構の解析」）．

6）古玉芳豊が平成 22 年３月歯学博士取得（研
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究課題「Streptococcus anginosus の粘膜上皮
細胞への付着機構」）

＜平成 10 年以降，当分野を研究の拠点として
いる歯科医，大学院生としての学位取得者＞

1）藤本淳（歯科保存学第二講座）平成 11 年３
月歯学博士取得（研究課題「成人型歯周炎に
おける歯周炎関連細菌と臨床的パラメーター
との関連 - PCR 法による病変部歯肉および歯
肉縁下プラークからの検出 -」）

2）菊地隆（歯科保存学第二講座）平成 12 年３
月歯学博士取得（研究課題「女性ホルモンが
歯肉に及ぼす影響に関する実験的研究 - とく
に老齢ビーグル犬の創傷治癒について -」）

3）遠藤憲行（歯科保存学第二講座）平成 13 年
３月歯学博士取得（研究課題「成人性歯周炎
患者の病変部歯肉組織からの歯周病原性細菌
の検出」）

4）山田ありさ（歯科保存学第二講座）平成 15
年 ３ 月 歯 学 博 士 取 得（ 研 究 課 題

「Porphyromonas gingivalis LPS による B 細
胞活性化における CD14 の関与」）

5）昆麻子（歯科保存学第一講座）平成 15 年３
月歯学博士取得（研究課題「Porphyromonas 
endodontalis の病原因子の解析」）

6）原田利佳子（小児歯科学講座）平成 18 年３
月歯学博士取得（研究課題「ミュータンスレ
ンサ球菌およびその他の口腔レンサ球菌の小
児プラーク中への定着と齲蝕との関連性」）

7）高橋雅洋（予防歯科学講座）平成 18 年３月
歯学博士取得（研究課題「舌苔中の歯科疾患
関連細菌と口腔内状況との関連性」）

8）佐々木大輔（歯科保存学第二講座）平成 19
年３月歯学博士取得（研究課題「歯槽骨再生
の定量測定法とエムドゲインR ゲルの歯槽骨
再生誘導活性」）

9）田村光平（予防歯科学講座）平成 19 年３月
歯学博士取得（研究課題「口腔細菌バイオフィ
ルム初期形成に及ぼす唾液の影響 - フローセ
ルシステムによる in vitro 評価 -」）

10）木村美澄（口腔保健育成学講座）平成 26

年３月歯学博士取得（研究課題「小児プラー
クへの歯周病原性細菌の定着」）

11）岩崎賢介（口腔顎顔面再建学講座）平成
27 年３月歯学博士取得（研究課題「ヒト口腔
扁平上皮癌における Streptococcus anginosus 
感染と activation-induced cytidine deaminase

（AID）異所性発現」）
12）松本知生（補綴・インプラント学講座）平

成 27 年３月歯学博士取得（研究課題「チタ
ン表面での MC3T3-E1 細胞の骨分化マーカー
発現に対する IL-17F の増強作用」）

13）高橋晋平（歯科保存学講座）平成 28 年３
月歯学博士取得（研究課題「歯周病原細菌の
歯肉上皮バリア突破能」）

14）蒔苗剛（口腔保健育成学講座）平成 28 年
３月歯学博士取得（研究課題「小児プラーク
におけるミュータンスレンサ球菌定着量と齲
蝕罹患状況の関連」）

15）中里茉那美（歯科保存学講座）平成 29 年
３月歯学博士取得（研究課題「２型糖尿病の
リスクファクターとしての歯周病原細菌
DPP4」）

16）村上智彦（補綴・インプラント学講座）平
成 29 年３月歯学博士取得（研究課題「義歯
安定剤の使用が Porphyromonas gingivalis の
病原性に及ぼす影響」）

２．最近 10 年間の歩みと現状

＜教育面＞
最近の大幅なカリキュラム改定により，歯学

部１年から６年までの全学年を対象として講義
を，また，２，３年生を中心に基礎実習，配属
実習を行っている．主な学部学生への教育では
２，３年次に微生物学免疫学の系統講義を行
なっている．２年次に総論として微生物全般の
性状，次に各論としてそれら微生物の病原因子
および感染症について，さらに，免疫学では免
疫担当細胞の種類と役割，自然免疫および獲得
免疫応答について講義を行なっている．３年次
には歯科の二大感染症であるう蝕と歯周病につ
いて，それら疾患に特異的に関わる細菌の性状
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と病原因子，およびそれら細菌と宿主防御機構
との相互作用について講義・実習を通して学び，
感染性口腔疾患の病因論についての理解を深め
るよう指導している．さらに，基礎歯科医科学
を身近に感じ，研究マインドを涵養する目的で
基礎科学演習を３ヶ月に渡り実施している．ま
た，CBT へ向けてコア歯学演習では３，４年次
に微生物学全般の講義を行なっている．５年次
学生には臨床実習と並行して総合試験へ向けて
の総合講義を行なっている．６年次は卒業試験，
国家試験へ向けての総合講義を通年行なってい
る．また，１年次，３年次，４年次には臨床科
との統合講義を行ない，医学部２年生には口腔
領域の細菌学の講義を兼担で担当している．医
療専門学校へは，歯科衛生学科１年前期に講義・
実習を行なっている．

大学院教育では１年次へは基礎教育特論講義
をまた，実習として共通教育プログラム遺伝子
解析コース，２年次へは基礎教育特論講義，ほ
か実験手法，学会発表，論文作成指導を行なっ
ている．

＜研究面＞
分子微生物学分野ではう蝕や歯周病をはじめ

種々の口腔疾患について，原因細菌の性状およ
び病原性，さらに発症機序を明らかにすること
で，病因論に立脚した治療法・予防法を構築す
ることを目標とし以下の研究テーマに取り組ん
でいる，
1）口腔レンサ球菌の多機能性タンパク質の病

原因子としての役割
ヒ ト 口 腔 常 在 菌 で あ る Streptococcus 

anginosus は条件さえ揃えばヒトに感染性心内
膜炎や膿瘍，さらには口腔扁平上皮癌の起炎菌
となることが示唆されている．S. anginosus の
フィブロネクチン結合タンパク質はフィブロネ
クチンおよびヒト株化上皮細胞への付着性に関
与し，また，欠損変異株のマウスに対する毒性
は 野 生 株 に 比 べ 低 下 し た こ と か ら，S. 
anginosus のフィブロネクチン結合タンパク質
は上皮細胞への本菌の付着を介してマウスへの

病原性に関与することを明らかにしている．ま
た，S. anginosus に由来する生理活性物質を同
菌のチロシル tRNA 合成酵素と同定し，組換え
タンパク質を作製して，その性状ならびに生物
活性を検討している． 
2）口腔細菌の DPP4 の全身疾患への関与

Porphyromonas gingivalis のジペプチジルペ
プチダーゼ（DPP）４活性は，生体内ホルモン
物質インクレチンの分解活性を有し，糖尿病等
の全身疾患の病原因子となる可能性を示唆し
た．また，歯周炎患者の口腔サンプルにおける
ジペプチジルペプチダーゼ DPP4, DPP5, DPP7
および DPP11 活性の分布を検討し，本プロテ
アーゼ活性は P. gingivalis をはじめとする歯周
病原細菌の存在を示すバイオマーカーとなる可
能性を示唆している．
3）口腔細菌の耐酸性機序（酵素）が歯周炎や

齲蝕等の疾患へ果たす役割
口腔細菌のうちう蝕，歯周炎および歯肉膿瘍

と の 関 連 が 示 唆 さ れ て い る S. mutans，P. 
gingivalis，S. anginosus について感染局所にお
ける増殖あるいは病原性の発現について，それ
ら菌種の耐酸性機序から検討した．S. mutans，
P. gingivalis については H+ATPase が，また S. 
anginosus については H+ATPase に加えアルギ
ニンデイミナーゼが各菌種の生存，増殖に重要
な役割を果たしていることを明らかにし，これ
ら酵素はそれぞれの細菌の病原因子として働い
ていることを示唆している．
4）歯周病原性細菌による味覚受容体の発現と

全身疾患への関与
早産や低体重児出産における胎盤や臍帯の血

管内皮細胞に発現する苦味受容体，および同細
胞から分泌される血管新生因子とその受容体の
発現量を歯周病原細菌の菌体成分を用いて検討
し，血管恒常性に及ぼす歯周病原性細菌の関与
を検討している．現在ヒト臍帯血管内皮細胞

（HUVEC）で P. gingivalis の LPS 刺激により，
苦味受容体の発現が誘導される事を明らかにし
ている．
5）微生物代謝産物が全身疾患へ及ぼす影響
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歯周病原性細菌の代謝産物の一つである酪酸
（BA）は多様な作用を有していることが知られ
ている．BA をエナメル上皮腫の株化細胞へ作
用させることで，EGF や TGF βの発現が上昇
し，そのことがラミニン発現を上昇させ細胞浸
潤を誘導し，結果として癌の悪性化因子として
働く可能性を明らかにしている．
6）微生物の遺伝子編集酵素が口腔粘膜疾患に

及ぼす影響
Mycoplasma salivarium はヒト口腔常在菌で

あるが，白板症や扁平苔癬との関連が示唆され
ている．本菌の病原因子として同菌の CRISPR/
Cas9 システムに注目し，本菌の変異原性への
寄 与 を 検 討 し て い る． 現 在， 同 菌 種 間 で
CRISPR/Cas9 の多型を明らかにし，粘膜疾患
における本菌の役割を明らかにすることを目的
に検討している．

３． 人事（令和元年５月１日現在）

【教授】佐々木 実　（昭和 61 年〜）
薬学博士，昭和 61 年東北薬科大学大学院薬

学科修了，昭和 61 年岩手医科大学歯学部助手，
平成元年同講師，平成８年同助教授（平成 19
年同准教授），平成 28 年岩手医科大学微生物学

講座・分子微生物学分野教授，現在に至る．
【講師】下山 佑　（平成 19 年〜）

歯学博士，平成 19 年岩手医科大学大学院歯
学研究科修了，平成 19 年岩手医科大学歯学部
助教，平成 27 年同講師，現在に至る．

【助教】石河 太知　（平成 26 年〜）
歯学博士，平成 22 年岩手医科大学大学院歯

学研究科修了，平成 23 年から平成 25 年スウェー
デンカロリンスカ研究所博士研究員，平成 26
年岩手医科大学歯学部助教，現在に至る．

【技術員補】上戸 幸美　（昭和 54 年〜）
【研修生】昆野 ひろ子　（平成 26 年〜）
【非常勤講師】根本 優子（長崎大学），田近 志
保子，古玉 芳豊，磯田 竜太朗，古賀 俊也，田
中 千春
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